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３
月
４
日
に
総
務
文
教
委

員
会
、
５
日
に
経
済
建
設
委

員
会
を
開
催
し
、
関
係
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
以
下
は
主
な
質
疑
の
内
容

で
す
。

Q
　
青
少
年
問
題
協
議
会
設

置
条
例
に
つ
い
て
、
第
８
条

で
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
も
の

か
。

A
　
特
別
な
問
題
等
が
発
生

し
た
場
合
に
、
専
門
家
や
県

の
専
門
機
関
等
も
含
め
た
委

員
会
を
設
置
し
て
、
そ
の
対

応
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Q
　
圏
央
道
IC
周
辺
開
発
に

伴
う
今
回
の
税
条
例
の
一
部

改
正
の
固
定
資
産
税
の
減
免

規
定
で
す
が
、
地
権
者
全
員

が
一
斉
に
固
定
資
産
税
の
減

免
を
申
請
し
て
も
、
業
務
代

行
予
定
者
が
一
斉
に
土
地
の

整
備
に
移
行
す
る
の
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
際

の
減
免
申
請
を
、
ど
の
よ
う

常
任
委
員
会
Ｑ
＆Ａ

に
査
定
す
る
の
か
。

A
　
業
務
代
行
予
定
者
が
、

工
事
に
入
る
段
階
の
年
度
で

一
斉
に
減
免
手
続
き
を
行
い

た
い
。

Q
　
平
成
26
年
度
か
ら
消
防

団
員
の
退
職
報
償
金
が
引
き

上
げ
に
な
る
が
、
長
年
、
日

夜
大
変
な
努
力
を
さ
れ
退
団

す
る
消
防
団
員
に
対
し
て
、

平
成
25
年
度
か
ら
適
用
で
き

な
い
か
。

A
　
今
回
、
上
位
法
の
改
正

に
よ
っ
て
、
退
職
報
償
金
が

引
き
上
げ
に
な
る
が
、
県
で

統
一
し
て
実
施
す
る
こ
と
で

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

Q
　
区
域
外
下
水
の
排
除
に

つ
い
て
、
町
長
は
公
共
下
水

道
の
管
理
上
支
障
が
な
い
と

き
は
排
水
区
域
外
の
下
水
を

公
共
下
水
道
に
排
除
す
る
こ

と
を
認
め
る
と
あ
る
が
、
管

理
上
支
障
が
な
い
と
き
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。

A
　
下
水
道
本
管
が
前
面
に

あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ

に
接
続
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
認
め
る
条
件
に
な
り
ま
す
。

Q
　
農
業
集
落
排
水
処
理
に

つ
い
て
は
、
戸
数
の
規
模
に

よ
っ
て
は
加
入
で
き
な
く
な

る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
場

合
、
何
ら
か
の
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

A
　
大
福
田
の
処
理
施
設
の

容
量
が
や
や
一
杯
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少

が
進
む
中
で
、
処
理
施
設
に

つ
い
て
、
近
隣
市
町
の
動
向

を
調
査
し
な
が
ら
、
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
箱
苗
処
理
の
補
助
金
の

予
算
の
減
額
が
計
上
さ
れ
た

が
、
箱
苗
処
理
の
数
が
減
っ

て
き
て
い
る
の
か
。

A
　
病
害
虫
の
補
助
金
対
象

者
は
、
昨
年
度
と
同
じ
人
数

で
あ
り
、
対
象
面
積
は
昨
年

度
よ
り
若
干
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
防
除

を
試
み
て
い
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
の
使

用
期
限
前
の
薬
剤
を
持
っ
て

い
る
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、

少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
町
道
側
の
道
の
駅
の
入

口
を
工
事
し
て
い
る
が
、
町

道
５
号
線
の
関
係
で
す
か
。

A
　
現
在
、
新
４
号
国
道
か

ら
の
出
入
は
信
号
機
処
理
を

し
て
い
ま
す
が
、
工
事
完
了

後
、
道
の
駅
か
ら
宇
都
宮
方

面
に
出
る
場
合
、
町
道
５
号

線
を
経
由
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
現
状
で
は
、
大
型
車

で
は
回
り
き
れ
な
い
た
め
、

国
の
所
有
地
の
部
分
で
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
下
水
道
な
ど
の
委
託
料

の
入
札
差
金
が
大
き
い
理
由

は
。

A
　
今
年
度
は
、
平
成
25
、

26
、
27
年
度
の
３
年
分
を
ま

と
め
た
包
括
委
託
契
約
を
締

結
し
た
こ
と
か
ら
、
大
幅
な

入
札
差
金
が
発
生
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

Q
　
水
の
需
要
に
つ
い
て
、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
・
ソ
イ
フ
ー

ズ
を
誘
致
し
、
期
待
す
る
部

０
立
方
メ
ー
ト
ル
に
は
届
か

な
い
状
況
で
す
。
現
在
１
ラ

イ
ン
が
稼
働
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
順
次
拡
張
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
町
と

し
て
は
大
い
に
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

分
が
大
き
い
わ
け
で
す
が
、

現
在
の
状
況
は
。

A
　
当
初
は
５
０
０
立
方
メ

ー
ト
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
平
均
し
て
日
量

３
０
０
か
ら
３
５
０
立
方
メ

ー
ト
ル
で
、
最
大
で
も
５
０

予
算
特
別
委
員
会
Ｑ
＆Ａ

　
３
月
６
日
・
10
日
・
12
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
予
算

特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
平

成
26
年
度
各
会
計
予
算
を
集

中
審
議
し
ま
し
た
。

　
以
下
は
主
な
質
疑
の
内
容

で
す
。

Q
　
消
費
税
の
増
税
に
伴
う

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
額

分
は
、
社
会
保
障
施
策
に
要

す
る
経
費
に
充
て
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
。

A
　
増
額
分
の
２
，
５
８
４

万
円
は
、
社
会
福
祉
分
野
に

１
，
４
７
６
万
円
、
社
会
保

険
分
野
に
９
５
０
万
円
、
保

健
・
衛
生
分
野
に
１
５
８
万

円
を
充
当
し
ま
す
。

Q
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

町
税
増
収
と
い
う
見
通
し
の

も
と
、
地
方
交
付
税
が
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
町
税
増
収

に
な
ら
な
け
れ
ば
、
大
変
な

打
撃
に
な
る
の
で
は
。

A
　
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
、
臨
時
財
政
対
策
債
２
億

５
，
０
０
０
万
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方

交
付
税
減
額
の
穴
埋
め
と
し

て
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
に

地
方
債
を
発
行
さ
せ
る
制
度

で
す
。

Q
　
借
金
を
返
す
ペ
ー
ス
が

速
い
と
思
う
が
、
そ
の
背
景

は
。

A
　
実
質
公
債
費
比
率
（
自

治
体
の
収
入
に
対
す
る
負
債

返
済
の
割
合
）
が
15
．
３
％

の
本
町
は
県
内
で
も
５
番
目

に
高
い
位
置
に
あ
り
、
借
金

は
多
い
方
だ
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
。


